
「会社員の私がふたたび学生 となつたわけ」

音楽や絵を描いた り物を作つた りすることが好

きだつた私の文理選択は難 しいもので した。 自分

の好きなそれ らは文系・理系のどちらにも属 さな

いような気が していま した し、“会社員"に なるの

は嫌だなtと 漠然 と思つていま した。次第に音楽

に携わる仕事に就きたい と思 うようにな り、「音」

とは何かを学べる理系を選択 しま した。 どの大学

に入 りたいか、ではなく、電気電子工学を学べる

大学を選び、卒業後は一般企業に就職 し、エンジ

ニアとしてマイクロホンの設計に従事することに

な りま した。「音」に携わる仕事には就けましたが、

結局は"会社員 “になつたわけです。

しか し今は “会社員"で ある自分を誇 りに思い

ます。 自分が携わつたマイクが、政府の記者会見

や TV番組、コンサー トやスポーツ競技 (カ ー リ

ングを TVで観戦 したことはあ りますか ?実 は選

手ひ とりひ とリマイクをつけて競技 しています。

どんな作戦を話 し合つているのか、視聴者 もわか

るようにな り、観戦がより面白くなつたと思いま

す |)で使われ るたび、社会に貢献 しているとい

うことを実感 します。マイクで収音 された音がオ

ーディエンスである自分に巡 り戻つてくる、 とい

うこの大きな循環の輪の中にいるとい うことに、

働 く喜び と意義を感 じています。

高校では管弦楽部に所属 していましたが、部活

動はま さに社会の縮図であつたと思います。礼儀、

スケジュール管理、チームワーク、 日々の努力の

積み重ね、等、社会に出て必要なことの多 くは、

部活動で体得できました。また、楽器収音用のマ

イクを設計する際には、管弦楽部で得た楽器や演

奏の知識が大いに役立ちました。高校での部活動

の経験が、今でも私を支えています。

マイ
ス
クの設計に興味は尽きませんで したが、次

第に業務のマンネ リ化や、後輩社員の活Pに焦 り

を感 じるようにな りました。設計には、エンジエ

ア として理系の知識が必要でしたが、それだけで

な くユーザーの声を形にするデザイン能力や コミ
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ュニケーシ ョン能力 も必要だ と思 うようにな りま

した。文理選択時、絵を学ぶ ことを優先 していた

ら、そんな能力 も持てたかもしれない…。そ う思

うのであれば、これから勉強 してみようと大学院

進学を決め、工業デザインを学び始めたのは社会

人 12年 目のことでした。

クラスの半数が私 と同じような悩みを持つ社会

人 とい う環境で、仕事が終わつてからの夜学でし

た。高校での勉強の中には、将来何の役に立つの

か今はわか らないものもあると思いますが、社会

人大学院では、仕事にどうやつて結びつ くのか、

これまでの社会人経験を通 してわか りますので、

習ったことを即吸収することができます。 これは

高校や大学の授業にはない感覚で、学ぶことの楽

しさを改めて実感 しま した。

大学院卒業後、商品企画部に異動の機会を得て、

現在に至 ります。情報収集のために海外の客先や

展示会に出向き、英語でのコミュニケーシ ョンが

日常になるとは、高校の理系選択時には想像もし

ていませんで したが、大学院で学んだことで新 し

い環境で働 く準備 もできていま したし、エンジニ

ア時代 よりも幅広 くマイクの開発に携わることが

できるようになった今の業務に、や りがい と喜び

を感 じています。

働 きなが ら大学院で学ぶことを応援 してくれた

のは、エンジニア時代に仕事を通 して知 り合つた

海外の仲間たちで した。海外では働きなが ら、ま

たは働いて学費を貯めてから学校に通 うことは普

通のことなのです。社会人になっても学ぶ機会は

沢山あ ります し、や り直すことも可能です。高校

生である皆 さんには、後悔を恐れず、 自分の好き

なことに向かつてまず一歩踏み出 してほしい、と

私の経験を通 してお伝えしたい と思います。

(朝 陽同窓会のご協力を得て 「先輩からの言葉」を

掲載 しています。)


